　　朝鮮語イマージョンにおける読みの指導―京都第３初級学校1～3年
京都朝鮮第３初級学校　趙弘子
　
　１　はじめに
1.1　在日コリアンの民族教育について

※　湯川笑子先生の「京都市の朝鮮学校における朝鮮語 日本語バイリンガル教育の方法と成果」（平成15年）参照　　　

　1.2  京都朝鮮第３初級学校の紹介

　　　　1967年に開校。　京都市北区に位置し、児童数　57名　　　　　

　付属幼稚園併設　園児数　13名、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

教職員数　11名（スクールバス運転手２名含む）

　児童、教師共　日本で生まれ育った２～４世　（第一言語は日本語）

　京都市内には他に、初級学校　２校、中高級学校　１校がある。
　（朝鮮学園では日本の小学校にあたる教程を初級部、中学校、高校を中級部、高級部とする）
· 初級部過程での国語科教育の目標
1 日常的な生活現実を国語(朝鮮語)で正確に理解、表現する能力を育てる。

2 民族的な言語感覚と民族的情緒を初歩的に感じる事ができる能力を育てる。

3 国語による基礎的な思考力、単純な想像力を育てる。

4 国語を積極的に使う態度、習慣を育てる。

　　　　　　　※　目標は中級、高級部へと段階的に継承発展される。
２　１年生入学時の言語習得実態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

現在、児童達は日本で生まれ育った４世がほとんどで、保護者も３世が主流である。　第一言語は日本語であり、家庭での会話は100％日本語である。
したがって、新入生の言語習得実態は、就学前に朝鮮幼稚園に通っていたか、日本の幼稚園に通っていたかによって変わってくる。
　　　　　　　朝鮮幼稚園を経た児童は、学校生活での簡単な日常会話はすでに出来る。
※　湯川先生の上記論文　参照

日本の幼稚園を経た児童はもちろん聞く事も話す事も出来ない。
よって、入学当初は朝鮮語の習得実態にバラつきがある。
近年、児童の就学前経歴の割合は下記参照
2003年度　　15人中　13人　朝鮮幼稚園　（87％）
2004年度　　４人中　　２人　　　〃　　　（50％）

2005年度　　９人中　　全員　　　〃　　　（100％）
　2006年度　　６人中　　５人　　　〃　　　（83％）
　３ カリキュラム（1～3年）
時間割表


1年
	
	月
	火
	水
	木
	金
	土

	１
	国語
	国語
	国語
	国語
	英語
	国語

	２
	算数
	国語
	国語
	算数
	算数
	国語

	３
	図工
	日本語
	算数
	日本語
	日本語
	算数

	４
	図工
	体育
	音楽
	音楽
	体育
	日本語


２年
	
	月
	火
	水
	木
	金
	土

	１
	国語
	国語
	国語
	国語
	英語
	国語

	２
	算数
	国語
	算数
	算数
	国語
	国語

	３
	図工
	日本語
	日本語
	日本語
	算数
	算数

	４
	図工
	体育
	音楽
	音楽
	体育
	日本語


　　　3年
	
	月
	火
	水
	木
	金
	土

	１
	図工
	国語
	国語
	国語
	国語
	国語

	２
	図工
	算数
	算数
	算数
	算数
	国語

	３
	国語
	日本語
	日本語
	日本語
	理科
	日本語

	４
	理科
	音楽
	理科
	体育
	音楽
	算数

	５
	体育
	
	
	
	社会
	


　　　　　※　朝鮮学校で国語とは母国語である朝鮮語をさす。

　　　　　　　１，２年の過程では週当たり９時間と最も多い。　学習言語でもあり、学校内での生活言語でもある朝鮮語の基礎をしっかりと身に付けるためだ。
（京都朝鮮第三初級学校の場合、国語の時間のうち、一時間を英語に当て、放課後に補習を行っている。）　　　
　　　　　　　第１言語である日本語は外国語教科として週当たり４時間履修する。　　　
　　　　　　　習う内容は日本の学校とほとんど変わらない。　　　
使用している教科書、及び、副教材などは全て日本で作られたものだ。
製作には在日の現役の教師を中心とした専門家が携わり祖国からの資料提供、現地での作業も行われる。　理数系や日本語、英語など外国語に関しては、日本の改編に沿った形で随時見直され、水準を合わせてきた。
　国語は勿論のこと、日本語を除く全科目が朝鮮語で書かれており、英語も朝鮮語で訳されている。

　現在使用されている教科書は2003年度に改編されたもので、初級部の場合、特に話し言葉を重視した内容に改善された。
　　　　　　　
４　初級部１学年での取り組み

4.1国語の授業
1 最初の40時間は、日常の学校生活で必要な基本的な言葉な

どを場面に応じ設定した挿絵だけの教材で会話練習に取り組む。（５月中旬頃まで）
１－《이름이　뭐니？》　（名前はなに?）
　※　資料１　　授業の展開
２－《안녕하십니까？》　（アンニョンハシム二カ？）
３－《이건　뭐라고　해요？》　（これは何ていうの？）
４－《여기가　어디니？》　（ここはどこなの？）
５－《공부시간이예요》　　（授業時間だよ）

６－《쉬는　시간이예요》　（休み時間だよ）
７－《점심　먹자》　　（お弁当を食べよう）
８－《깨끗이　해요》　（きれいにしよう）
９－《내가　할래》　（私がするわ）
· 　話し言葉産出に関心，努力
· 　この過程で朝鮮語をまったく話せなかった生徒も、新入生としての学校生活、及び、今まで体験したことのなかった朝鮮語だけで行われる学校生活にも慣れ親しんでくる。
朝鮮幼稚園出身児童との差には、個人差はあるが10月中旬頃には感じられなくなる。

2 文字教育に移行

　母音　　　　２1字中　　　　19字　習得
　子音　　　　19字中　　　　全　習得

　終声子音　　27字中　　　　20字　習得

· 　授業では、文字の形体と発音，単語の文脈的な意味，文章の構成と読み、書きを学ぶ。(一年終了時まで)
· 資料２
授業の展開は、教科書の挿絵を見ながら、新しく習う文字と関連する内容の文章を聞いて話すことが最初の段階になる。次に、基本文字の発音と書き方を習い、そして本文と単語の読み方と書き方を習うといった順序で行われる。　

· 　１年の授業は２年から展開される読解力を養う授業に移行する準備段階としての文字教育が主となり、読み，書き，聞く，話すの言語習得の４つの技能育成が並行される。

4.2その他の教科

学習言語は日本語教科以外全て朝鮮語である。
算数教科の場合、最初は日本語を交えながらの授業展開になるが、あくまで朝鮮語が基本になる。　理解しつらいと思われる場合、朝鮮語で話した後すぐに日本語で言いなおし、その後またすぐに朝鮮語でいいなおす。　学習言語である朝鮮語⇒日本語⇒朝鮮語といった展開になる。この場合、教師は極力言葉を選び、簡単明瞭な説明が絶対条件となる。思考を出来る限り学習言語である朝鮮語でするという事が大事と考える。

4.3学校生活

　　　　日常生活を朝鮮語で理解し表現できる能力を育てるという初級学校の国語教育の目的を実現するには、週６時間～９時間の授業では到底無理だ。よって授業のみならず学校生活のすべての空間で言葉を学び使う事に力を注いでいる。
　　　　－教師や友達間の会話はすべて朝鮮語

　　　　－昼休みの校内放送での全校生徒による朗読リレー
　　　　－毎月１回行われる早口言葉や、作文、朗読発表会

　　　　－日記指導　　　☆実物
　　　　－読み聞かせ

　　　　－発音練習
　　　　－犠牲擬態語学習

　　　　－口演大会

　　　　－学芸会での演劇発表　

　　　　－アニメビデオを用いたアフレコ練習　　等々
· 　二学期の半ば頃(10月中旬)、朝鮮語会話能力が著しくアップする。これまで単語と語尾だけ朝鮮語を使う傾向が多かったのが、会話の中に日本語があまり混じらなくなる。そして、簡単な文章も書けるようになる。この頃から日常生活の中で頻度の高い単語を使って短文作りを頻繁に行い、3学期から日記を書き始める。　　　日本語での日記は一学期から書いているので、朝鮮語と日本語を隔日で書くように指導する。
５　初級部２学年

　　1年で習いきれなかったいくつかの文字を習うが、授業形態が二年になると大きく変わってくる。文字教育教材から長文の文学的要素の加わった教材になる。、知識伝達内容も増え、読解力、表現力、文章力、感情情緒を育てる授業へと発展する。この時期が教える側の教師にとっても、教わる側の生徒にとっても一番むずかしい時期、且つ重要な時期だといえる。
　　1年で培った朝鮮語の基礎をより確かな学力へと結びつける工夫、国語を学ぶ楽しさを感じられる授業をする事が大事だと考える。
　　昨年度から実践している授業形態は、教材を読み聞かせて導入し、興味をそそりながら聞く力を養う方法である。聞く力は、理解する力、話す力と密接に関係する。　聞く力を養えばおのずと、理解する力、話す力が身につくと考える。この場合、読み手の生徒達を惹き付ける魅力ある語りが必須だ。　
　　そして、教材を覚えるくらい読み込む事が大事だ。
　　書く力は日記指導や短文、作文指導を通じ、1年よりもレベルアップさせる。
6　初級部３学年

　　社会、理科の２教科が増え、学習言語としての言語習得能力が一層

　重要になってくる。
　７　　結び
　　　　わたしたちは、母国語である朝鮮語を、ウリマル(わたしたちの言葉)と親しみを込めて呼びます。日本で生まれ育ったわたしたちにとって、母国語を学ぶことは単に語学取得という意味合いだけではなく、学ぶことが民族の誇りであり、自分のルーツを知り、アイデンティティーを持つ事だという側面もあります。　母国語を第二言語として学ぶ状況で、間違った使い方や、日本語の影響を受けた使い方、フランクな言い方よりも書き言葉やかしこまった使い方が多く見られるという課題もたくさんあります。「在日朝鮮語」，「総連朝鮮語」、朝鮮語変種という指摘もありますが、わたしたちはこれからも、育ち行く子供達に民族の象徴である母国語を、より正確できれいな言葉として、しっかりと身につくように教えるための努力を惜しまず励んでいく所存です。

　　　　
　
